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　鷺

ご神体、天に帰る

一
醤

12年もの長い間、五穀豊穣、子孫繁栄を願

い行なわれてきた雪原カーニバノレのrハッピ

ーアタック」も最後の時を迎え、男女のご神

体は真っ赤な炎に包まれ、天へと帰って行き

ました。
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介
護
保
険
制
度
が
4
月
奪
目
か
ら
ス
タ
ー
欝
じ
ま
し
驚
。
こ
の
制
度

は
、
こ
れ
ま
で
本
人
や
家
族
だ
け
憲
抱
え
て
い
た
糞
護
の
悶
題
を
．
蓬
、

れ
か
ら
は
社
会
全
体
で
支
え
合
う
と
い
う
も
の
驚
す
。
曄
葬
秋
が
ら
載

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
鶏
要
奔
護
認
定
車
講
繕
の
受
付
け
を

開
始
し
．
3
月
宋
ま
で
繕
は
繭
講
者
全
賃
繊
認
定
結
票
を
遷
鋼
纏
ま
纏

た
。
現
在
は
事
業
者
と
契
約
を
結
び
、
自
分
に
奮
簿
た
載
－
琶
ス
を
受

け
始
め
ま
し
淀
。

　
そ
こ
で
今
回
は
纏
5
歳
以
遊
の
戴
薦
第
難
署
被
保
険
者
耀
の
保
険
料
と
．

粒
独
自
で
行
な
う
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
、
制
度
の
内
容
を
詳
し
く
ま
ど
め
た
勲
中
璽
村
の
奔
護
保
険
麟
の
総

子
を
皆
さ
ん
に
4
月
中
に
配
布
す
る
予
定
驚
誰
の
驚
欝
覧
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
1
0
月
か
ら
「
要
介
護
認
定

申
請
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
申
請

後
は
、
訪
問
調
査
の
結
果
や
か
か
り

つ
け
医
の
意
見
書
を
も
と
に
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成

す
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」
で
要
介

護
・
要
支
援
認
定
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
3
月
末
ま
で
の
当
村
で
の
認
定
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
者
数
】

　
在
宅
者
1
4
1
人
、
施
設
入
所
者

61

人
で
合
計
2
0
2
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
介
護
認
定
審
査
会
の
判
定
結
果
】

　
申
請
さ
れ
た
方
は
す
べ
て
審
査
が

終
了
し
て
い
ま
す
。
判
定
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
要
支
援

・
要
介
護
1

・
要
介
護
2

・
要
介
護
3

・
要
介
護
4

・
要
介
護
5

35
人
（
1
7
・
3
％
）

57
人
（
2
8
・
2
％
）

23
人
（
1
1
・
4
％
）

26
人
（
1
2
・
9
％
）

22
人
（
1
0
・
9
％
）

18
人
（
8
・
9
％
）

・
非
該
当
（
自
立
）
2
1
人
（
1
0
・
4
％
）

※
（
）
は
構
成
比

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
％

介護認定審査判定結果

該当（自立）

人（10．4％）

　　　　要支援
　　　　35人（1

へ蕨
難　　　　　霧　　　　鱗

　篶　　難難

要介護5
18人（8．9％

合計
202人

　　　L要介護1
　　　57人（28．2％）

要介護2
23人（11．4％）

　
　
　
　
　

　
％
　
　
％

　
　
　
　
　

3
乞
　
4
0

隻
1
　
護
q

　
　
　
介
人

要
2
6
　
要
2
2

▲リフト付きバスで利用者の送迎

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
役
場
一
階
の
民
生
課
の
窓

口
で
申
請
（
先
に
交
付
し
た
保
険
証

を
持
参
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則

と
し
て
申
請
後
3
0
日
以
内
に
結
果
が

通
知
さ
れ
ま
す
。
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（単位：円）年額の保険料
◆
保
険
料
は

　
　
　
月
額
2
，
5
7
1
円

　
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
一
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
は
、
住
ん
で
い
る
市

町
村
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
よ
っ
て
異

な
る
ほ
か
、
所
得
に
応
じ
て
5
段
階

に
分
か
れ
ま
す
。

　
当
村
の
保
険
料
（
基
準
額
）
は
、

簾…轟藩鐙 翻欝穫 欄騨灘襯鞭霞

軽減さ
れる人

生活保護、老齢福祉年金受給者

で世帯全員が村民税非課税
基準額
×0．5

3，900 11，600 15，400

世帯全員が村民税非課税
基準額
×0．75

5，800 17，300 23，100

基準額
の　人

本人が村民税非課税
基準額
×1．0

7，700 23，200 30，900

割増に
なる人

本人が村民税課税で合計所

得金額250万円未満
基準額
×1．25

9，700 29，000 38，600

本人が村民税課税で合計所
得金額250万円以上

基準額
×1．5

11，600 34，700 46，300

月
額
2
、
5
7
1
円
（
平
成
1
2
年
度

か
ら
1
4
年
度
ま
で
同
額
）
に
な
り
ま

す
。◆

国
の
特
別
対
策

　
介
護
保
険
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
に
、
6
5
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
次
の
特
別
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
．

①
平
成
12
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の

　
半
年
間
は
保
険
料
を
納
め
る
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
12
年
1
0
月
か
ら
平
成
1
3
年
9

　
月
ま
で
の
1
年
間
は
本
来
の
保
険

　
料
の
半
額
を
納
め
ま
す
。

③
平
成
侶
年
1
0
月
以
降
は
本
来
の
保

　
険
料
を
納
め
ま
す
。

　
平
成
1
2
年
度
か
ら
平
成
1
4
年
度
ま

で
を
年
度
ご
と
に
見
た
場
合
、
平
成

12

年
度
は
本
来
納
め
る
べ
き
保
険
料

総
額
の
4
分
の
ー
を
、
平
成
1
3
年
度

に
は
4
分
の
3
を
、
平
成
1
4
年
度
に

は
本
来
納
め
る
べ
き
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
村
の
年
額
の
保
険
料
は
上
の
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方

　
6
5
歳
以
上
の
人
で
、
年
額
1
8
万
円

以
上
の
年
金
受
給
者
は
、
原
則
的
に

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
そ
の

他
の
人
は
、
個
別
に
村
へ
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
1
2
年
度
は
、
年
金
該
当
者
は
1
0
月
・

12

月
・
2
月
の
3
回
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
人
は
、
1
0

月
か
ら
3
月
ま
で
の
6
回
、
現
金
ま

た
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
ま
す
。

◎
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
後
日
ご
案
内
し
ま
す
の
で
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

　
る
人
が
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
、
利
用
者

　
負
担
が
通
常
一
割
の
と
こ
ろ
を
全

　
額
負
担
に
な
っ
た
り
、
三
割
負
担

　
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
年
金
天
引
き
以
外
の
人
は
必
ず
期

　
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
村
で
は
介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス

と
は
別
に
、
独
自
で
次
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

役
場
民
生
課
福
祉
係
及
び
中
里
村
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
七
川
荘
内
）

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
自
立
者
支
援
事
業

　
要
介
護
認
定
の
結
果
（
自
立
）
と

判
定
さ
れ
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
人
な
ど
に
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。
利
用
者
負
担
は
0

か
ら
三
割
で
す
。

●
介
護
手
当
金
支
給
事
業

　
在
宅
に
お
い
て
、
要
介
護
認
定
で

要
介
護
2
以
上
と
認
定
さ
れ
た
人
及

び
身
体
障
害
者
療
育
手
帳
所
持
者
で

該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
人
の
介
護

者
に
対
し
、
月
額
5
、
0
0
0
円
ま

た
は
1
0
、
0
0
0
円
の
手
当
金
を

支
給
し
ま
す
。

●
ね
た
き
り
老
人
等
お
む
つ
給
付
事

　
業

　
在
宅
に
お
い
て
紙
お
む
つ
が
必
要

な
高
齢
者
等
で
、
要
介
護
認
定
で
要

介
護
2
以
上
と
認
定
さ
れ
た
人
及
び

身
体
障
害
者
療
育
手
帳
所
持
者
で
該

ゆ』一
、
づ
4
、

／
姦

当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
人
を
対
象
に
、

4
、
0
0
0
円
ま
た
は
8
、
0
0
0

円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業

　
一
人
暮
ら
し
老
人
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
等
に
対
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
・

雪
お
ろ
し
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し

ま
す
。
な
お
、
利
用
者
負
担
が
あ
り

ま
す
。

　　40から64歳の人
　　（第2号被保険者）の介護保険

◆介護保険には、葡歳以上の方の誰もが加入し
　まず。

　．翻歳以上の方は介護保険に加入します。40歳から

　介護保険料を納めていだだき、介護保険制度を支え

　る人となります。

◆介護保険料は健康保険料の中に含まれます。

　　4◎歳から64歳までの方は、今までの健康保険の保

　険料とあわせて介護保険の保険料を納めていただく

　ことに隷蝋4月からの健康保険料には介護保険料
　が含蒙れます。

◆介護保険料慧原則とし竃．事業主の叢　に半額

負担じていただき惹i叢。

　　今談驚の健康保険料墨岡様に、介護保険料も原則

　として事業主の方磁半額を負捲していただくことに

　な頓まず。

◆中里粒国民健康保険魏入者の介護分は所得に

よっても異襟り．前無度の所得により計算さ

れるため8月に内訳をお知らせしま駿。

平成12年4月10日広報なかさ’と3



簗磯

雪原カーニバル2000～

嚢
繋
繋
鋳
叢
鎌
・

　
3
月
”
日
㈲
、
第
η
回
ヴ
ィ
リ
ヅ
ー
ト
中
里
「
雪
原
カ

ー
ニ
バ
ル
2
0
0
0
㌧
が
圭
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
で
行

な
わ
れ
、
1
万
7
千
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
凧
揚
げ
会
場
で
は
、
3
・
6
・
8
・
η
畳
な
ど
の
大
凧

や
連
凧
が
空
高
く
揚
げ
ら
れ
、
子
ど
彰
達
の
楽
し
そ
う
な

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
会
場
で
は
新

発
田
、
三
条
、
櫨
崎
な
ど
，
聾
謎
謹
ア
m
チ
ー
ム
に
よ
る

雪
上
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
の
2
名
の
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
、
ス
テ
ー
ジ
上
鞭
は
矧
救
急
戦
隊
ゴ
ー
ゴ
ー
フ
ァ
イ
ブ

シ
ョ
ー
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
b

　
夕
方
6
時
か
ら
ぱ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
、
広
大

な
雪
原
に
設
置
さ
れ
た
3
万
本
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に

観
客
、
ス
タ
ッ
フ
が
次
々
と
点
火
し
、
幻
想
的
な
光
の
世

界
を
作
り
出
し
、
そ
の
中
を
窪
⑧
0
人
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
が
た
い
ま
つ
滑
降
を
行
な
い
ま
じ
た
。
ま
た
、
今

年
で
最
後
と
な
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
タ
ッ
ク
」
は
、
男
女
の

ご
神
体
を
燃
や
し
て
天
に
帰
し
、
雪
上
芸
能
祭
で
は
中
里

芸
能
協
会
の
踊
り
や
長
野
県
栄
村
の
－
栄
ふ
る
さ
と
太
鼓
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
メ
モ
リ
ー
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
数
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

素
晴
ら
し
い
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

〈
の
れ
ん
街
も
大
繁
盛

〈
ハ
ッ
ピ
ー
ア
タ
ッ
タ
も
今
年
が
最
後

、
勲

嚢1懸
r

温
．
『

土
玉
要
－

・
．
、
零
垂
蜜
遍
轟
譲
稗

〈
七
福
神
よ
舞
い
上
が
れ
！

》
長
野
県
栄
村
の

　
「
栄
ふ
る
さ
と
太
鼓
」

　懸

叢欝麟

▲1000袋の福まき、幸運は誰の手に？
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～ヴィリゾート中里

》
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ソ
と
と
も
に
キ
ャ
ン
ド
ル
に
点
火

》
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
中
、
1
0
0
人
の
え
い
ま
つ
滑
降

薙
轟
綴

》
世
界
に
一
つ
更
か
な
い
自
分
の
凧
が
完
成

、

離
餅

　　ド　　　　ビ　ド　へ　

轡潔冨㌧嚇死
轡
　
▲
塗

　
　
鰻
麹
』
』

轄
・

　
婁
懇
建

ヤ
　
　
槍
薬▲タイヤチューブ滑り最高／

　｝撫

　瀞　　　　　　　　　　　　　妙
　　　　　　　鋼繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声

　　　　　　　　　　　　　ロ
▲ゲレyデにスノーキャソドル設置

，）

懇

　　鱗鞍郵

▲キメのポーズ

　　　バツチ

〆〆

▲スノーキャソドルのカップ作りも大変で快

》
も
っ
と
高
く
上
が
っ
て
ち
ょ
う
だ
い

▲がんばれゴーゴーファイブ！

平成12年4月40日広報なかさと5



　
3
月
2
0
日
㈲
、
東
京
都
立
夢
の
島

総
合
体
育
館
で
第
1
4
回
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ホ
ッ
ケ
i
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
学
生
高
学
年
混
成
の
部
に
東
京
、

神
奈
川
、
青
森
、
愛
知
な
ど
8
都
県

か
ら
2
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
新
潟
県
か
ら
は
昨
秋
の
中
里
ユ
ニ

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
で
優
勝
し
た
倉
俣
小

学
校
パ
ワ
フ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
ズ
が
出
場

し
ま
し
た
。
8
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
予
選
を
2
勝
0
敗
で
勝
ち
上
が
り
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
パ
ワ

フ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
ズ
は
、
神
奈
川
県
の

ド
ル
フ
イ
ン
ズ
と
対
戦
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
善
戦
及
ば
ず
3
対
0
で
敗

れ
、
ベ
ス
ト
8
と
い
う
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。

》
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
た

　
富
井
利
明
中
里
村
消
防
団
副
団
長

が
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
賞
し
、
3
月
2
7
日
㈲
、
県
庁

で
授
賞
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
富
井
副
団
長
は
昭
和
4
4
年
4
月
1

日
、
中
里
村
消
防
団
に
入
団
し
、
3
0

年
の
永
き
に
亘
り
消
防
活
動
に
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。
入
団
以
来
、
消
防

訓
練
礼
式
の
修
得
に
努
力
を
惜
し
ま

ず
研
鐙
を
積
み
、
昭
和
4
7
年
8
月
に

巻
町
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県
消
防
大

会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
に
中
魚
沼
地

区
支
会
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見
事

優
勝
を
果
た
し
全
国
大
会
の
出
場
権

を
得
る
な
ど
、
チ
ー
ム
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
他
、
地
区
支
会
の
自

動
車
ポ
ン
プ
操
法
で
は
、
他
団
の
追

随
を
許
さ
な
い
2
0
回
を
超
え
る
優
勝

な
ど
の
活
躍
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　
富
井
副
団
長
は
「
今
、
消
防
団
に

入
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ

嚢
節
濫
時
間
の
移
り

　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
を
花
壇
懇
叢
纏
、

ヤ
ン
”
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ラ
ン
氏
（
フ

ラ
ン
ス
）
、
大
地
の
芸
術
祭
の
東
京
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
「
小
蛇
隊
」
を
交

え
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
制
作
す
る
作
品
は
「
プ
ラ
テ
イ
ア

（
四
角
い
花
壇
）
」
と
い
う
も
の
で
、

16

個
の
花
壇
（
1
桝
2
m
×
2
m
）

に
妻
有
独
特
の
草
花
や
野
菜
を
植
え
、

花
壇
の
内
側
か
ら
螺
線
状
に
花
を
咲

か
せ
、
季
節
や
時
間
の
移
り
変
わ
り

を
表
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
3
月
9
日
㈲
、
堀
之
内
集
落
セ
ン

タ
ー
で
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
の
水
辺
広

場
に
設
置
す
る
ア
ー
ト
作
品
の
打
合

せ
・
説
明
会
が
ア
ー
テ
イ
ス
ト
の
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

卿
、
　
　 機

　　　　　　　　　　蕪　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　『
▲受賞おめでとうございます

れ
か
ら
は
若
い
人
達
が
好
ん
で
入
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
消
防
団
に
し
て
い

き
た
い
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出

さ
れ
た
32
種
類
の
中
か
ら
1
9
種
類
ほ

ど
が
ブ
ラ
ン
氏
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
意
見
が
交
わ

〉
説
明
す
る
ブ
ラ
ン
氏

　
3
月
2
8
日
㈹
、
交
通
安
全
に
役
立

て
て
も
ら
い
た
い
と
、
通
学
路
用
の

交
通
安
全
看
板
1
2
本
が
荒
屋
の
ゼ
ン

工
芸
、
善
財
孝
さ
ん
か
ら
村
に
寄
付

さ
れ
、
山
本
村
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。　

村
で
は
村
内
の
各
小
中
学
校
の
通

学
路
に
こ
の
看
板
を
立
て
、
児
童
・

生
徒
の
交
通
安
全
に
役
立
た
せ
て
い

さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
氏
は
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
常
に
続
い
て
い
く

も
の
で
長
い
時
間
を
要
す
る
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
花
壇
は
皆
さ
ん
の
作
品

で
あ
り
、
こ
の
花
壇
に
皆
さ
ん
の
楽

し
み
を
実
ら
せ
て
ほ
し
い
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
作
品
制
作
は
5
月
頃

か
ら
ア
ー
テ
イ
ス
ト
と
地
域
の
皆
さ

ん
で
行
な
う
予
定
で
す
。

滋
．
』
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

簗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
ハ

磁
　
　
．
　
｛
　
娼
　
　
棄
霧
　
　
黙

．
甥
　
，
、
、
．
　
　
　
．
　
灘
鐡

励
　
　
　
戴
搬
騰

o
　ソヤン嵩婁

　　　　　　　　　　　　　　　　愚
　　　　　　　　　　　　　　ホ　う藩尋馨（四角い花壇）のフrラン

　
　
　
繋
灘
　
螺
難

轟
譲
舞
鎌

輿
．
、
麟
灘
欝
鱗
職
駿
醐

　
　
麟
藏
醗
・
灘
～

　
諺
　
欝
鱒
饗
顧
獲
　

　
　
蘇
灘
鍵
、
躍
懸

　
　
沸
難
嚢
彌
獺

灘
難
雛
糠
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯
餐
唾

▲四角い花壇のプラン

た
だ
き
ま
す
。

ま
し
た
。

▲交通安全に役立ててください

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
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買
野
那
リ
コ
L
ダ
奮
鰯

馨
楽
教
育
振
興
賞
受
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
～
県
内
初
憾

　
貝
野
小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
部
が
、
音
楽
教
育

振
興
財
団
、
毎
日
新
聞
社
主
催
「
第
9
回
音
楽
教

育
振
興
賞
」
の
顕
彰
部
門
に
選
ば
れ
、
3
月
2
9
日

㈱
、
東
京
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン
ト
で
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
音
楽
教
育

の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
指
導
者
や
団
体
な
ど
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
同
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
部
は
、

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
定
期

的
な
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
、
村
の
芸
能
祭
で

の
演
奏
な
ど
地
域
に
広
く
親
し
ま
れ
る
存
在
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
上
級
生
が
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
下
級
生
を
指
導
す
る
練
習
体
制
に
よ
り
、

児
童
の
音
楽
の
基
礎
的
な
能
力
が
育
ま
れ
、
協
調

性
・
自
主
性
が
築
か
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ▲来年は金賞を目指します

▲ホテルエドモントでの表彰式

り
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
県
内
で

は
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
同
校
は
昭
和
5
9
年
度
、
県
へ
き
地
複
式
研
究
大

会
の
指
定
を
受
け
、
少
人
数
で
も
で
き
る
こ
と
か

ら
リ
コ
ー
ダ
ー
に
取
り
組
み
、
昭
和
62
年
度
か
ら

今
年
度
ま
で
1
3
年
連
続
県
代
表
に
選
ば
れ
全
日
本

リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、
合
奏
の
部

で
8
回
、
重
奏
の
部
で
5
回
金
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
リ
コ
ー
ダ
ー
部
に
は
4
年
生
以
上

の
34
人
全
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
伊
野
校
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
達
の
努
力
、

指
導
者
の
力
、
何
よ
り
も
そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
保
護
者
や
地
域
の
方
の
理
解
と
協
力
、
多
く

の
方
々
の
支
え
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
月
2
8
日
㈹
に
は
東
京
江
戸
川
区
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
2
1
回
全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
、
小
学
生
の
合
奏
の
部
で

銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
6
年
生
の
渡
辺
由
貴
さ

ん
は
「
今
回
銀
賞
で
ち
ょ
っ
と
悔
し
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
パ
ー
ト
の
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
、
来
年

は
金
賞
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
下
級
生
に
夢

を
託
し
て
い
ま
し
た
。

黛隷
こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

隷難騰
　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん

馨
な
季
節
料
理
を
作
っ

盗煮
て
み
ま
せ
ん
か
？

馨
　
と
い
う
こ
と
で
、

馨鰹
今
回
は
「
煮
お
ろ
し

黛　

孫
◆
作
り
方

総馨
①
豆
を
洗
っ
て
、
熱
湯
の
中
に
1
0
分
位
浸
す
。

謙
②
浸
し
て
お
い
た
豆
を
ざ
る
に
あ
げ
て
、
⑩
分
位
た

騰億
　
っ
た
ら
豆
を
つ
ぶ
す
。

驚
③
大
根
を
粗
め
の
お
ろ
し
金
で
お
ろ
し
て
お
＜
。

蓉
鰹
④
鍋
に
つ
ぶ
し
た
豆
（
う
ち
豆
）
と
水
（
5
0
0
㏄
）

維
莫
れ
歯
ご
た
え
が
あ
る
位
ま
で
煮
た
、
倭
調

鰹
　
味
料
（
し
ょ
う
油
、
酢
、
酒
、
砂
糖
）
を
入
れ
て

騰億
　
2
5
3
分
煮
る
。

驚
す
£
ろ
し
て
ゑ
た
大
根
喬
に
入
れ
2
－

騰
　
3
分
煮
て
出
来
上
が
り
。

鎌窯
★
「
煮
お
ろ
し
大
根
」
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

総蕪
　
太
嶋
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

騰騰　　　　　　　　　一億　　　　　　　　・閃総　　　　　　　　難　　　　　　　鎌・　　　　　　・総・　　　　　・・馨・　　　　難　　　騰・　　・騰・　総驚・‘

・
酢
を
入
れ
る
事
で
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
に
な
り
ま
す
。

・
大
根
お
ろ
し
を
入
れ
る
と
日
持
ち
が
よ
く
な
り
ま

す
。

・
お
ろ
し
金
は
粗
め
の
も
の
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

細
か
め
の
お
ろ
し
金
だ
と
大
根
の
汁
が
多
く
な
り

ま
す
。

・
し
ょ
う
油
の
替
わ
り
に
味
噌
を
使
っ
て
も
お
い
し

く
な
り
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

　
太
嶋
悦
子
さ
ん
（
芋
沢
）

◆
「
煮
お
ろ
し
大
根
」
に
つ
い
て

　
一
言

　
大
根
は
消
化
を
助
け
る
の
で
、
お

餅
な
ど
と
一
緒
に
食
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
身
近
に
あ
る
材
料
で

簡
単
に
で
き
る
の
で
￥
是
非
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
煮
お
ろ
し
大
根
し
の
材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
人
分
）

・
大
　
　
根
…
－
…
…
－
－
4
5
0
g

・
う
ち
豆
…
…
…
…
i
O
O
9

　
　
　
（
市
販
の
も
の
で
も
よ
い
）

・
水
…
…
…
…
…
5
0
0
㏄

・
し
ょ
う
油
…
…
…
…
大
さ
じ
4
杯

・
酢
…
…
…
…
大
さ
じ
4
杯

・
　
酒
　
　
…
…
…
…
大
さ
じ
4
杯

・
砂
　
　
糖
…
…
…
…
大
さ
じ
4
杯▲酢を入れる事でさっぱりした味になります

平成12年4月10日広報なかさと7



村民に夢と希盟を与える村づ《りを目指し！

糧
疎
運
営
の

　
　
　
　
　
　
　
基
本
方
針

　
12
年
度
は
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に

よ
り
一
段
と
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
村
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
は
、
税
収
入
等
長
期
に
わ
た
る
景
気

低
迷
の
影
響
で
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、
こ
の

た
め
財
源
不
足
を
補
う
た
め
基
金
を
取
り
崩

し
た
こ
と
か
ら
基
金
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

主
要
事
業
の
推
進
及
び
公
債
費
等
の
将
来
に

わ
た
る
財
源
負
担
を
考
慮
す
る
と
、
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
国

県
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
一
方
、
継
続
補

助
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
生
活
基
盤
作
り

に
配
慮
し
な
が
ら
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
村

民
に
役
立
つ
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
村
民
に
密
着
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
行
政
運
営

全
般
に
わ
た
る
積
極
的
な
見
直
し
を
進
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効
率
的
に
配
分

す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
基
本
は
、
農
業
と
観
光
の
振
興
を
中

心
と
し
て
、
福
祉
・
教
育
・
環
境
問
題
に
最

大
限
配
慮
、
生
活
環
境
の
整
備
等
、
多
様
化

す
る
住
民
二
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
限
ら
れ

た
財
源
の
基
、
効
率
あ
る
執
行
に
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
特
に
道
路
整
備
、

国
県
道
を
始
め
村
道
、
農
林
道
に
至
る
道
路

網
は
す
べ
て
の
村
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
の
農
業
に
対
し

て
は
、
環
境
保
全
等
の
多
面
的
な
位
置
付
け

を
考
慮
し
つ
つ
、
国
県
の
事
業
を
導
入
し
生

産
基
盤
の
整
備
を
引
き
続
い
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
よ
り
、
多
年
に
わ
た
っ
て
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
中
山
間
地
域
に
対
し
て
の
直

接
支
払
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
本

村
に
お
い
て
中
山
間
地
の
生
産
の
困
難
性
を

考
え
、
極
力
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
緊
急
雇
用
特
別
基
金
事
業
等
に
よ

り
、
直
接
支
払
い
制
度
に
係
る
資
料
整
備
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
減
反
政
策
に
対
し
て
は
A

村
独
自
の
対
応
と
し
て
補
助
事
業
を
取
り
入

れ
な
が
ら
基
盤
強
化
を
推
進
し
ま
す
。
高
齢

化
社
会
を
踏
ま
え
た
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
本
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
広

域
で
取
り
組
む
認
定
作
業
等
に
万
全
を
期
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
12
年
度
は
、
越
後
妻
有
6
市
町
村
連
携
に

よ
る
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
中
里
ス
テ
ー
ジ
信
濃
川
も
の
が
た
り
「
ミ

オ
ン
の
森
」
信
濃
川
特
定
地
区
公
園
事
業
に

着
手
し
ま
す
。
環
境
問
題
に
対
す
る
取
り
組

み
や
、
上
下
水
道
を
中
心
と
す
る
生
活
基
盤

の
整
備
、
学
校
の
教
材
整
備
等
、
環
境
・
教

育
の
各
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
総
体
的
に
は
厳
し
い
状
況
は
続
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
行
政
は
常
に
地
域
住
民
に

夢
と
希
望
を
与
え
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
健

全
財
政
を
最
大
限
配
慮
し
つ
つ
も
、
中
里
村

の
発
展
と
村
民
の
付
託
に
応
え
る
よ
う
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

出（4，488，000千円）歳

議会費
75，385千円（1．7％）

　　労働費
　　17，934千円（0．4％）

　　　　　　　その他
　　　　　　　26，916干円（0．6％）

　　　　　　　災害復1日費16，416干円

　　　　　　　諸支出金500干円
　　　　　　　予備費10，000干円

　公篠費
　8彌，5簾薬露

鰹撫㈱

商工費
117，394千円（2．6％）

　　消防費
　　133，374千円一
　　（3．0％）

教育費
341，432干円
（7．6％）

　　　　繋襲灘鎌灘騰i雛

畿蕪糞

糊霧．磯額・

入（4，488，000千円）歳

その他
88，320千円（2．0％）

利子割交付金10，000千円、特

別地方消費税市町村交付金
200千円、自動車取得税交付
金24，000干円、地方特例交付

金10，000干円、交通安全対策

特別交付金1，300千円、財産

収入12，819干円、寄付金1干

円、繰越金30，000干円

一　　　　　　　　地万消費税交付金
諸収入　　　　　　　57，000干円（13％）

64，541干円（1．4％）　　　　　　●

使用料及び手数料　　　　　　　．

地港交慰税
鍵．簿◎，◎纏瞬網

㈱．翻の

轍

（10．0％）

　　　　総務費
　　　　533，789千円
　　　　（11．9％）

輪
）

国庫支
129，42

（2．9％

　　　　　　’癒税

　　　　　　708，922筆円
　　　　　　《猫。8輸

県支出金
281，133千円（6．3％）

村債
147，000干円（3．3％）
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　村行政執行については、依然として乏しい自己財源

の中、地域住民の福祉の充実、快適な環境整備などを

積極的に推進するため、限られた財源の重点的配分を

基本として当初予算を編成しました。

　一般会計予算案の総額は44億8千8百万円、対前年

比105．3％であり、特別会計は国民健康保険会計をはじ

め、今年から介護保険会計が増え、7会計全体として

24億8千9百95万円、前年比98．5％になりました。

　一般会計で予算増の主な要因としては、国営総合農

用地開発事業村負担金の一時繰り上げ償還4億円と、

平成8年度借り入れの若者定住等促進緊、急対策プロジ

ェクト事業による地総債、清津峡渓谷トンネル過疎債

の元金償還等が開始されたことによるものです。

　特別会計では、老人保健会計の施設分が今年度より

施行される介護保険会計へ移行したこと、また、下水

道会計の平成10年度から着工してきた処理場増設工事

が平成11年度に完了したことにより、それぞれ減にな

りました。

　予算総額では、69億7干7百95万円、前年比102．7％

としました。

平成12年一般会計・特別会計予算
一
・
，
．

纏・．獲』謙 4，488，000干円
国民健康保険 512，400干円
倉俣診療所 63，000干円

歯科診療所 46，000干円
『鱗i．

鶉難

、饗1

老　人　保健 703，690千円
簡　易　水　道 231，300干円
下　　水　　道 590，700干円1露

介護　保　険 342，860干円
計 2，489，950干円

灘議嚢・　　　講 6，977，950千円

平成12年度 主要事業 （単位：干円）

醐 纂業名 事業概要 事業費 費翻 事業名 事業概要 事業費

総務

J　R越後田沢駅前整備事業 用地買収、公衆便所 46，500

衛生

簡易水道会計繰出金
中央区、倉俣地区、下水道・国道・

中山間地関連、簡水債償還等
23，500

国勢調否 調査費 3，400

衆議院議員総選挙 選挙事務費 8，500 重地地区水源調査 水源電気探査、自然放射能探査 3，400

新潟県知事選挙 選挙事務費 6，700 電動生ゴミ処理機設置事業 補助 700

温泉施設維持管理運営事業
㈱なかさと委託、修繕費、備品、

維持管理費等
42，200

労働 緊急地域雇用特別基金事業 緊急地域雇用特別対策費委託金 4，700

農林

水田農業経営確立対策助成

事業

とも補償対策拠出金7，650千円、

営農確立補助3，000干円等
14，300

里創プラン
広域関連・ステージ整備負担金、

トリエンナーレ運営費等
17，200

中山間地域等直接支払事業 急傾斜地280ha補助金 58，800

民生

社会福祉協議会助成事業
中里村社会福祉協議会事務委任補

助
11，900

国営総合農用地開発事業償

還事業
繰上償還 400，000

在宅介護支援センター運営

事業
運営委託費等 9，300

棚田地域等緊急保全対策事

業
農道改良（葎沢） 10，000

介護施設運営事業
ホームヘルプ・デイサービス運営

委託費
17，500 県営圃場整備事業負担金

桔梗原幹線道路・宮中幹線道路負

担金
23，400

介護保険会計繰出金
介護給付費村負担分39，735干円、

給与等事務費14，813千円他
54，500

県営士地改良事業負担金 東田尻頭首工負担金 16，500

県営中山間地域総合整備事

業負担金

倉俣飲雑、農道（葎沢）、集落道（本

屋敷、堀之内、程島）負担金
40，900

寝たきり・痴ほう老人介護

手当

見舞金（月5，000円）、手当金（月

10，000円）
4，300

県営農地環境整備事業負担

金
角間地区負担金 9，500

ウエルカムベビー事業
第2子（30，000円）、第3子（100，000

円）
2，500

兼営担い手育成墓盤整備事

業
換地業務委託（倉俣）、負担金 17，500

商工

清津峡観光施設管理運営事

業

トンネル維持管理委託、登山道管

理等
251000

林道新屋敷線開設事業
全体計画5，100m、完了720m、

L二300m 86，500
中小企業緊急経営支援事業

借入金利子補給、保証協会補償料

補助等
6，500

林道小出田代線改良事業 改良L＝60m

士木

地万道整備緊急臨時交付金

事業

干溝市之越線改良・舗装L＝120m、

補償等
154，200 教育

教育振興費 コンピューター更新（小学校） 2，100

語学指導費（J　T事業） 英語指導助手 4，800

村道改良事業
改良（倉下士倉、荒屋田沢支線1

号干溝地内、東田尻山手線）
文化財保護事業 久保寺南遺跡整理、試掘確認調査 13，600

公債 地方債償還
．ミオン、トンネル他（148，600千円

アップ）
868，600水源対策事業 清津川ダム環境影響調査委託 2，400

水力発電施設周辺地域交付

金事業
排水施設改良（如来寺大原線） 12，000

簡水

下水道関連
中央地区施設整備工事（七川添架、

山崎配水池増設）

145，100雪寒地域建設機械整備事業
除雪機械購入事業（タイヤドーザ

ー）

48，400
下水道関連

倉俣地区施設整備工事（芋川、倉

俣）、貝野地区

雪寒事業
消雪パイプL＝460m田沢荒屋線（桂

地内）
中山間地域補償関連 補償工事（本屋敷、堀之内、程島）

下水

特定環境保全下水補助事業
事業認可設計委託、管渠設計委託、

管渠工事、水道補償費

322，500

特定地区公園事業 ミオンの森河川公園整備工事等 23，000

下水道会計繰出金

特定環境保全下水道建設改良分、

特環単独・起債対象外分、元利償

還金

237，500 特環単独（起債・起債対象

外）事業
設計測量、水道補償、管渠工事
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東
京
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
地

域
内
外
で
事
業
を
支
え
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

3
月
1
2
日
、
東
京
代
官
山
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
代
わ
る
新

し
い
呼
び
名
は
な
い
の
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
京
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
組
織
「
小
蛇
隊
」
を

中
心
に
約
1
3
0
名
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
、
ス
テ
キ
発
見
の
審
査
員

で
も
あ
り
、

写
真
家
の
安
斎
重
男
さ
ん
、

　　難
　麟　　　醤欝

▲ボランティア・シンポジウムに130名が出席

　
　
　
　
　
大
地
の
芸
術
祭
の
写
真
記
録
全
般
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
地
の
芸
術
祭
の
イ
ベ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
油
谷
勝
海
さ
ん
、
松
代
ス
テ
ー
ジ
・
松
之
山
ス
テ

ー
ジ
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
建
築
家
の
松
永
英
伸
さ
ん
、
小
蛇
隊
を
代

表
し
て
三
輪
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
が
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
後
、

既
に
活
動
し
て
い
る
小
蛇
隊
の
チ
ー
ム
ご
と
に
分
か
れ
、
小
蛇
隊
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
小
蛇
隊
の
チ
ー
ム
編
成
は
、
ア
ー
ト
制

作
、
広
報
、
語
学
、
イ
ベ
ン
ト
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
、
グ
ッ
ズ
、
出

版
、
図
画
・
設
計
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
登
録
を
さ
れ

た
方
は
総
勢
2
5
0
名
を
超
え
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
越
後
妻
誌
鷹
お
麟
る

　
轡
蛇
隊
の
活
動

　
東
京
で
の
大
地
の
芸
術
祭
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
組
織
で
あ
る
妻
有
協
働
連
携

組
織
「
小
蛇
隊
」
が
当
地
域
に
訪
れ

ま
し
た
。
3
月
2
4
日
か
ら
2
7
日
の
4

日
間
、
約
3
0
名
の
メ
ン
バ
ー
が
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
十
日
町
セ
ン
タ
ー
に
合

宿
を
し
な
が
ら
実
際
に
現
地
を
見
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
事

業
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
大
地
の
芸
術
祭
開
催
ま
で
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
膝
を
突
き
合
せ
た

お
付
き
合
い
を
重
ね
て
い
く
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

嶺
譲
響
凝
藻
鱒
螺
驚
を

　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

　
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

今
年
7
月
か
ら
9
月
の
「
大
地
の
芸

術
祭
」
開
催
に
向
け
、
様
々
な
場
面

で
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
作
家
の
作
品
制
作
活
動
を
幅
広
く

手
伝
っ
て
も
ら
う
「
作
家
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
、
事
業
の
様
子
を
写

真
・
ビ
デ
オ
で
記
録
し
て
も
ら
う
「
記

録
撮
影
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
、
大
地
の
芸

術
祭
開
催
期
間
中
、
事
業
の
運
営
な

ど
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
「
芸
術
祭
運

営
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
の
3
種
類
あ
り

ま
す
。

　
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
大
地
の
芸

術
祭
事
務
局
（
皿
5
7
1
2
6
3
7
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

灘
表
萎
道
．
嚢
新
編
館

　
業
襲
講
果
冠
ス
テ
キ

　
発
見
写
真
展
開
催

　
3
月
2
4
日
か
ら
2
6
日
の
3
日
間
、

東
京
の
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス

で
「
ス
テ
キ
発
見
写
真
展
・
大
地
の

芸
術
祭
パ
ネ
ル
展
示
会
」
が
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
方
が
入
場
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
ス
テ
キ
発
見
入
選
作
品
1

0
0
点
、
大
地
の
芸
術
祭
作
品
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
展
示
し
、
事
業
及
び
越

後
妻
有
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
代
町
と
松
之
山
町
主
催

の
「
山
藤
の
花
写
真
展
」
も
同
時
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画

　
振
興
課
　
盈
5
7
－
2
6
3
7

　画▲ネスパスでのステキ発見・大地の芸術祭展示会に催｝越サ1▼さのス　　　し云
伽、“倣、“解、“聯、伽、捌、“朔、伽、卿、“吻、伽、“盟、“朔、“解、卿、“陥伽、鰯卿、“卿、“卿、“卿』“陥伽、耀、〃儲膨、伽㌧瀦彫、鰯・〃聯伽盟・捌解・捌・〃解・〃卿・媚膨㌧鰯・〃刎y・伽・〃盟・捌・卿・瀦吻聯耀・捌・〃卿・佛彫・〃吻・聯・伽・〃盟・〃聯・〃z彫・〃倣・耀・〃鰯γ・〃解・耀、〃z曜㌧耀・〃㎜・備・鰯・〃弱曜・〃z膨・〃躬膨・〃刎矧弱彫・〃聯〃協7・〃鰯γ・鰯・〃陥〃弱膨・〃卿・〃卿・膨・耀、”鰯y㌧瀦・”励”鰯グ覧”盟’”聯”卿’”儲膨’謝㌧卿’”卿’”％7㌧”卿’膨’”聯粥膨’”倣’”卿’”z彫’鰯’』郷”1盟’”卿’”卿

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

陰
謀
の
日
　
上
・
下

　
　
　
　
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

鬼
の
橋
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
遊

キ
ツ
ネ
の
ま
い
も
ん
屋
　
富
安
陽
子

コ
カ
リ
ナ
の
海
　
　
　
鈴
木
ゆ
き
江

ク
レ
ヨ
ン
王
国
新
十
二
か
月
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
令
三

薄
紅
天
女
　
　
　
　
　
　
荻
原
規
子

少
女
作
家
は
1
2
歳
　
　
　
薫
く
み
こ

だ
ん
ま
り
レ
ナ
ー
テ
と

　
　
　
　
愛
犬
ル
ー
フ
ァ
ス

　
　
　
　
　
　
　
リ
ブ
・
フ
ロ
ー
デ

ゴ
ム
あ
た
ま
ポ
ン
た
ろ
う
　
長
新
太

な
ぞ
な
ぞ
え
ほ
ん
　
3
の
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
李
枝
子

図
鑑
・
世
界
の
妖
怪

　
　
　
　
ヨ
．
ー
ロ
ッ
パ
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
こ
や
ん

目
玉
か
か
し
の
秘
密
　
　
城
田
安
幸

渚
ホ
ー
ム
ズ
・
ク
ラ
ブ
事
件

　
フ
ァ
イ
ル
　
ー
・
2
・
3
・
4

　
　
　
　
　
　
　
　
湖
南
堂
か
な
め

ズ
ッ
コ
ケ
海
底
大
陸
の
秘
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
正
幹

ク
レ
ヨ
ン
王
国
月
の
た
ま
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
令
三

ザ
リ
ガ
ニ
同
盟
　
　
　
　
今
村
葦
子

ヨ
ー
ス
ケ
く
ん

G
T
O
　
上
・
下

島
津
奔
る
　
上
・
下

島
物
語

　
那
須
正
幹

　
相
沢
春
吉

池
宮
彰
一
郎

灰
谷
健
次
郎
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新
潟
県
農
村
女
性
海
外
派
遣
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
印
象
深

か
っ
た
事
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
団
長
始
め
1
2
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ッ
ク
ザ
ル
町
オ
ー

バ
ー
ダ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
で
カ
ー
ル
ハ
イ

ン
ツ
・
ケ
ル
ン
宅
を
本
部
と
し
、
何

人
か
が
組
に
な
り
ス
テ
イ
先
に
向
い

ま
し
た
。
私
た
ち
3
人
の
ホ
ス
ト
農

家
は
ト
レ
フ
ィ
ガ
家
。
大
人
5
人
、

孫
3
人
の
8
人
家
族
。
経
営
内
容
は

複
合
経
営
で
、
果
樹
園
2
7
㎞
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
ー
2
㎞
、
牧
草
7
㎞
、
バ
ラ

ー
万
本
、
苗
木
1
万
5
千
本
、
全
畑

で
6
0
㎞
の
面
積
で
す
。
バ
ラ
は
野
バ

ラ
や
ハ
マ
ナ
ス
に
接
ぎ
木
を
し
て
新

し
い
品
種
を
作
る
の
で
す
が
、
そ
の

数
は
8
0
種
類
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

馬
を
1
5
頭
預
か
り
、
日
中
は
牧
場
、

夜
は
舎
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き

な
収
入
源
だ
そ
う
で
す
。

　
初
め
て
の
訪
問
の
朝
、
8
歳
の
ス

エ
ム
君
は
一
輪
車
を
押
し
、
馬
小
屋

か
ら
堆
肥
を
懸
命
に
運
ん
で
い
ま
し

た
。
1
2
歳
の
パ
ト
リ
ッ
ク
君
は
馬
に

餌
を
や
る
係
で
、
自
家
製
の
麦
と
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
り
ん
ご
を
や
り
ま
す
。

子
ど
も
の
時
か
ら
動
物
に
ふ
れ
、
手

伝
い
が
身
に
つ
き
、
役
割
の
責
任
を

果
た
し
、
担
い
手
育
成
の
躾
が
の
ぞ

か
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
は
教
会
で
道

徳
教
育
を
家
族
で
学
ん

で
い
た
み
た
い
で
す
。

　
食
文
化
、
部
屋
の
飾

り
、
自
給
自
足
、
温
か

い
優
し
さ
を
肌
に
感
じ

ま
す
。
食
事
は
特
別
扱

い
せ
ず
、
家
族
と
一
緒

で
簡
単
な
昼
食
。
自
家

製
パ
ン
、
ジ
ャ
ム
、
バ

タ
ー
、
ス
ー
プ
、
女
性

は
パ
ン
を
焼
き
、
ピ
ク

ル
ス
を
作
り
、
ジ
ュ
ー

ス
も
自
家
製
で
野
菜
は

生
で
は
食
べ
ず
煮
て
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

べ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
台
　
　
．
．
灘
『
羅
蜷
瓢
、
、

は
無
く
、
電
気
だ
け
で
、

調
理
台
の
下
は
パ
ン
焼

き
器
が
入
っ
て
い
ま
す
。

分
厚
い
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
鍋
が
2
個

位
、
一
生
大
切
に
扱
う
そ
う
で
す
。

き
ち
ん
と
片
付
い
た
台
所
で
、
生
ゴ

ミ
も
な
く
、
燃
え
る
ゴ
ミ
も
見
当
た

ら
な
い
の
で
す
。
無
駄
が
無
く
、
合

理
的
な
暮
ら
し
で
す
。

　
ブ
ド
ウ
摘
み
に
私
た
ち
3
人
と
家

族
、
出
稼
ぎ
の
人
々
、
合
計
1
8
人
で

畑
に
向
い
ま
し
た
。
山
の
斜
面
に
連

な
り
、
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

斜
面
は
排
水
が
良
く
、
根
が
腐
ら
ず

日
光
が
当
た
り
、
甘
味
の
良
い
ブ
ド

ウ
が
取
れ
ま
す
。
木
は
2
本
の
針
金

を
支
柱
に
し
て
支
え
て
い
ま
し
た
。

年
月
で
木
の
太
さ
、
房
の
大
き
さ
が

礁
璽
響
雛
難

縢　　　　　　　匿慧箋
▲ファームステイ先のトレフィガ家（左端が村山さん）

違
い
ま
し
た
。
根
元
は
除
草
が
行
き

届
い
て
い
ま
し
た
。
傾
斜
な
の
で
足

で
支
え
て
転
が
ら
な
い
よ
う
に
、
上

か
ら
下
、
下
か
ら
上
へ
と
バ
ケ
ッ
ト

と
ハ
サ
ミ
を
持
っ
て
競
争
で
頑
張
り

ま
す
。
見
る
見
る
う
ち
に
一
杯
に
な

る
と
、
ど
こ
で
見
て
い
る
の
か
バ
ケ

ツ
を
取
替
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
す
。

葉
の
陰
に
隠
れ
た
の
を
見
落
と
さ
な

い
よ
う
気
を
使
い
な
が
ら
摘
み
ま
す
。

　
1
時
3
0
分
、
自
宅
に
帰
っ
て
お
昼

で
す
。
共
同
の
工
場
な
の
で
量
が
決

ま
っ
て
い
て
、
午
前
中
と
っ
た
の
で

終
わ
り
、
午
後
は
若
主
人
が
ワ
イ
ン

工
場
見
学
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
日
の
夕
食
は
妙
め
た
玉
ね
ぎ
、

人
参
が
上
に
の
っ
た
上
等
な
ス
テ
ー

キ
と
赤
と
白
の
ワ
イ
ン
で
す
。
牛
も

生
産
調
整
制
度
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
農
家
の
主
婦
に
な

る
に
は
家
政
科
を
卒
業
し
、
3
年
間

農
家
研
修
を
し
て
簿
記
や
家
庭
一
般

の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
の
だ
そ

う
で
す
。
ス
テ
イ
先
の
奥
様
は
婦
人

会
長
さ
ん
で
し
た
。
女
性
た
ち
の
力

強
い
発
展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
ド
イ
ツ
は
国
土
を
大
切
に
、
農

業
を
大
事
に
行
政
が
国
民
と
一
緒
に

考
え
て
い
て
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
用
し
な
い
と
助
成
金
を
出
し
て
い

ま
す
。
水
質
保
護
地
区
で
は
年
3
回

土
壌
検
査
が
あ
り
、
生
産
調
整
と
土

〈
ぶ
ど
う
畑
で
ブ
ド
ウ
摘
み

壌
改
良
に
役
立
た
せ
る
た
め
に
菜
種

や
か
ら
し
菜
を
播
き
、
農
地
を
荒
ら

さ
な
い
こ
と
と
、
土
壌
中
の
残
留
肥

料
と
農
薬
を
吸
わ
せ
て
、
地
下
水
の

汚
染
を
防
ぐ
の
で
す
。
飲
料
水
の
ほ

と
ん
ど
は
地
下
水
に
頼
っ
て
い
る
た

め
、
規
制
は
厳
し
い
そ
う
で
す
。
季

節
は
ず
れ
の
菜
の
花
畑
や
か
ら
し
菜

の
緑
が
広
大
な
土
地
一
面
に
咲
き
、

素
晴
ら
し
い
風
景
で
す
。

　
環
境
大
国
ド
イ
ツ
は
環
境
破
壊
に

は
特
に
厳
し
い
行
政
指
導
が
な
さ
れ

て
お
り
、
農
業
に
対
す
る
自
身
と
誇

り
、
伝
統
を
守
り
自
然
と
環
境
を
大

切
に
す
る
素
晴
ら
し
い
国
で
し
た
。

生
涯
忘
れ
ざ
る
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
私
達
を
優
し
く
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
マ
ー

と
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平成12年4月10日広報なかさと11



平
成
紬
年
度
嚇
掴
嘱
轄
絵
線
載
料
の
筆
藝
、

　
　
　
　
　
　
納
め
忘
爺
．
は
あ
、
瞬
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
役
場
発
行
の
納
付
書
に

よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
1
1
年
度

分
の
保
険
料
は
、
平
成
1
2
年
4
月
2
8
日
樹
を
過
ぎ
る

と
、
役
場
か
ら
発
行
さ
れ
た
お
手
持
ち
の
納
付
書
（
未

納
通
知
書
）
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

自
分
自
身
で
国
に
納
め
る
手
続
き
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
多
く
な
る
と
、
老
後
の
支

え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

1／

鈎よ

，
ノ
’
　
，
9
6

！
～
　
．

　
、
、

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
一
・
の
場
合
の
障
害
基
礎
年

金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
権
確
保

の
た
め
に
も
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
自
分
自
身
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
忙
し
く
て
毎
月
保
険
料
を
納
め
に
行
く
の
が
大
変
と
い
う
方
は
、
納

め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
国
民
年
金
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

旬
　
　
　
　
　
“
、

4月6闘㈱僧4月15圖蝕，ま♂罎

4　▲目畢　：…一　▲　≡二⊇1”荒

1で霧ね　無事故でスタート　この一無御

ヨ6日㈱から15臼㈹まで春の全国交通安金運動が

ぎれています、一人ひとゆが．交通ルール．交通

一を守り交通事故防止に心がけましょう。

助の重点

三もと高齢者の交通事故防止

耀ル総シー繋とシー欝ベルトの着鶏の徹底

詮速度の徹底

馴日から6歳未満の子どもにチャイルド

ードの藩用が義務化（違反点1点）になり
訟た。

耀ル繕シー繋は。子どもの体格にあ惣髭ものを

1使用砿安全確保を図鯵ましょう。

か場含、チャイルドシートの使痢義務が免

ぎれます。

墜上チャイルドシートを固定できない場合

緊数乗車の場合（チャイルドシートを使用すると

嚢乗車できなくなるときは、使用できる数だけで

しているなど、療養上、健康保持圭

　　　釦1◆特別企画　竹下玲子「蓄女唄の世界

塞．1㎏盤縷撒盤

などにより、適切に使駕できない場

なゼの日常生活の

場合　　　　　網’

講鰍蠣　翌凱
課鑑雛懸溺．罧薦

『日日∈∋∈∋∈∋∈

1、4烈
瞳　二4　へ
o　＝　　　’
1換》巻で霧髄
嘩
癖　4月6日耀
礁実施されてい
膣
嘔マナーを守り

駐◆運動の重諜

1載も瀟
礁・チヤイル総
嘩・安全速度の

1◆4月幟
㊥　シード窃

擁臨
礁　チヤイル繕
礁正じく使用し

1◆次醐念
1　除され灘
膣・構造上チャ

o巳・多人数乗車

膣　全畏乗車で
礁　よい）

礁
礁・幼児が負傷

礁　でない場合
⑬・著しい肥満
⑬
o　・幼児に授乳

0　世話をする
』バス、タク
礁
唾　を乗車させ

嘩・運輸大匿の
礁　用バスの運

懸せ購合
驚・緊急の場合
』∈∋∈∋∈9∈∋∈∋巳

勲
愈
塁
．
．

学校名 転　出　者（転　出、先） 転　入　者｛旧　任　校）

田沢小学校
教　諭　大島貴子（十日町：十日町小）
教　諭　高橋ゆかり（十日町：下　条　小）
養　教　山本きよ（十日町：下　条　小）

教　諭　大谷真理（長岡市：四郎丸小）
教　諭　辺見　、亘（月ヶ岡養護学校）
養　教　樋口恵美子（津南町：津　南　小）

高道山小学校

教　諭　北川正昭（青海町：市　振　小）
教　諭　山岸智恵子（十日町：西　　　小）
養　教　富澤千春（津南町：津　南　小）
主　任　金澤朝子（小千谷：吉　谷　小）

教　諭　五十嵐真央（十日町：水　沢　小）

養　教　堀川直子（津南町：津南原小）
主　任　庭野政子（十日町：吉　田　小）

倉俣小学校

教　頭　青野正樹（新津市：小　合　小）
教　諭　鶴巻奈緒子（三条市：四日町小）
教　諭　金沢　　章（県　立：柏崎養護）
教　諭　安保サイ（十日町：川　治　小）

教　頭　関口拓男（塩沢町：石　打　小）
教　諭　佐々木貴子（塩沢町：塩　沢　小）
教　諭　金子剛志（津南町：津　南　小）
教　諭　山田由美子（津南町：上　郷　小）

貝野小学校
教　頭　丸山吉次（長岡市：表　町　小）
教　諭　佐藤育子（五泉市：五　泉　小）
教　諭　田村晶子（十日町：十日町小）

教　頭　市川　　正（寺泊町：夏　戸　小）
教　諭　笹崎義隆（十日町：下　条　小）
教　諭　桑原さおり（津南町：津　南　小）

清津峡小学校
教　頭　春日　　求（十日町：飛渡第二小）

主　事　石井美幸（小千谷：上片貝小）
教　諭　草野靖子（十日町：川　治　小）
主　任　鈴木文子（十日町：馬　場　小）

中里中学校

教　頭　早川義裕（県　庁：義務教育課）
教　諭　武石弘二（三条市：大　島　中）
教　諭　関谷浩行（長岡市：青葉台中）
教　諭　井川美智子（十日町：吉　田　中）

教　頭　立川厚生（上越市：上教大付属小）
教　諭　八重沢みづ穂（新潟市：山の下中）
教　諭　山田孝之（新潟市：松　浜　中）
教　諭　岩崎万知（新　採　用）
教　諭　星野里子（新　採　用）
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　干溝の村営住宅に一戸空きが出たので、次により入

居者を募集します。

燭難嵩居親族圏蟹
●所得が1ケ月20万円以旨．」琉塵r、、

　　下であること　　　　　∫、’　　　　　　、こ，

●讐講誰るき1、1、，、，、璽禽

　
　
　
　
室

　
　
　
　
浴

　
　
　
劉
k

　
　
　
建
イ

　
　
　
年
卜

　
　
　
47
　
￥
定

　
　
　
和
所
設

　
　
　
昭
台
て

　
　
　
（
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
建
間
応

　
　
　
屋
2
に
月

　
積
平
畳
得
ケ

　
面
火
6
所
1

◆

◆鞭込み藩法

　「村営住宅入居申込書」による。

※申込書は建設課管理係にあります。

◆繭込締翅　魂幾周2◎田㈱

◆入繕笹定日　6月謝餅月｝

◆申込み・闘奮謹先

　中里村役場建設課管理係　B63－3111

莞雪住宅補助撃業のお知6慧
　村では、4甥諜婆克雪佳竃補助事業の補助金爾請を

受け付けて騨象塗。串込みはm月翫日㈹ま悉です。

　お早めに購込み薫ださい。

◆対象者

　村内に屠往する方、または獄内に屠住する見込みの

ある方で、克雪住宅（耐雪武、融雪式、落雪式、高床

落雪武）を建設（新築、・増改築、改良）及び購入され

る方。

◆補助対象

　住宅の克雪化に要する工事費で250万円を限度と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

村
け
お
対
村
る
雪
方
補
住
る
補
対
平
完
既
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
◆◆補助率　17．6％（補助金の限度額は襲万円）

◆対象工事

　平成翅年4月1臼から平成拐年3月雛日までに工事

を完了するものに限砂ます。

※既に克雪化された住宅の改良工事、以前に貸付金、

　補助制度を受けた住宅は対象となりません。．

◆申込締切　講0月31日㈹

※工事着工前1に申込みください。

◆申込み・間合せ先

　中里村役場建設課管理係　醤63一・3111

※なお、県の補助事業は平成12年度をもって終了しま

　す。平成13年度以降、村単独でこの補助事業を継続

　するかどうかは未定です。

φ．ψφψφ・曲φ・ψrひ・轍φ一ψφ・ψφ・砂φ・梱飼φψφψφ・撒φ・砂rひ・ψ・ひψφ・曲φ・曲φ一ψφ一ψφ・曲φ・融φ一“ひ曲φ・ψφ一砂φ・撒φ・砂φ一“◆伺帥◎砂φ一脚』ψφψφ・ψφ・鱒帰・ひ曲φ・ψφ・撒φゆφ’曲rひψ・φ』ψ

欝
璽
朧
賞
◎
雌
．
藏
躍
戴
．

　
3
月
31
日
付
け
及
び
4
月
1
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
退
職
者
と
異
動

者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
）
内
は
旧
職
で

す
。◇

退
　
職
　
者

　
●
樋
ロ
正
子
（
民
生
課
保
育
園
長
）

　
●
根
津
ヨ
シ
エ
（
学
校
教
育
課
用
務
員
）

◇
新
　
採
　
用

　
●
生
涯
学
習
課
主
事
　
笠
井
洋
祐

　
●
民
生
課
保
健
婦
鈴
木
君
加

　
●
企
画
観
光
課
主
事
　
南
雲
勝
己

◇
総
　
務
　
課

　
●
副
参
事
兼
財
政
係
長
（
総
務
課
財
政
係

　
長
）
富
井
英
雄
●
行
政
係
長
兼
選
挙
管
理

　
委
員
会
書
記
（
企
画
観
光
係
長
　
十
日
町

　
地
域
広
域
事
務
組
合
派
遣
）
村
山
■
博

◇
税
　
務
　
課

　
●
住
民
税
係
長
（
農
業
委
員
会
係
長
）
村

　
山
路
休
●
主
査
（
民
生
課
主
査
）
桑
原
規

　
子
●
主
事
（
民
生
課
主
事
　
倉
俣
診
療
所
）

　
高
橋
美
子

登
民
　
生
　
課

　
●
課
長
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長
（
民
生
課

　
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
・
福
祉
係
長
）
鈴

　
木
宗
雄
●
副
参
事
兼
住
民
係
長
（
税
務
課

　
住
民
税
係
長
）
高
橋
チ
ヨ
子
●
福
祉
係
長

　
（
税
務
課
主
査
）
吉
楽
芳
広
●
主
任
（
企

　
画
観
光
課
主
任
）
池
田
干
枝
子
●
主
事

　
倉
俣
診
療
所
（
民
生
課
主
事
）
阿
部
小
百

　
合
●
中
里
保
育
園
園
長
（
南
保
育
園
園
長

　
兼
清
津
峡
保
育
園
園
長
）
桑
原
テ
ル
子
●

　
中
里
保
育
園
主
任
保
育
士
（
貝
野
保
育
園

　
主
任
保
育
士
）
服
部
令
子
●
南
保
育
園
園

　
長
兼
清
津
峡
保
育
園
園
長
（
中
里
保
育
園

　
園
長
）
村
山
ミ
ド
リ
●
南
保
育
園
主
任
保

　
育
士
（
倉
俣
保
育
園
主
任
保
育
士
）
佐
藤

　
千
恵
美
●
貝
野
保
育
園
園
長
（
倉
俣
保
育

　
園
園
長
）
藤
田
恭
子
●
貝
野
保
育
園
主
任

　
保
育
士
（
南
保
育
園
主
任
保
育
士
）
富
井

　
正
子
●
倉
俣
保
育
園
園
長
（
中
里
保
育
園

　
主
任
保
育
士
）
山
田
生
子
●
倉
俣
保
育
園

　
主
任
保
育
士
（
南
保
育
園
主
任
保
育
士
）

　
渡
辺
陽
子

◇
琿
　
境
　
課

　
●
水
道
係
長
（
農
林
課
主
査
）
滝
沢
徳
治

◇
企
観
発
課

　
●
係
長
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
派

　
遣
（
建
設
課
主
査
）
江
ロ
　
登

◇
農
　
林
　
課

　
●
農
業
委
員
会
係
長
（
総
務
課
行
政
係
長

　
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）
中
島
　
睦
●

　
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
（
建
設
課
課

　
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
南
雲
市
郎
●
主
任

　
（
民
生
課
主
任
）
小
柳
　
勤
●
主
任
（
農

　
林
課
主
事
）
広
田
達
巳
●
主
任
（
農
林
課

　
主
事
）
広
田
洋
子

φ
建
　
設
　
課

　
●
課
長
補
佐
（
農
林
課
課
長
補
佐
兼
農
業

　
振
興
係
長
）
樋
ロ
秀
雄
●
副
参
事
兼
管
理

　
係
長
（
環
境
課
水
道
係
長
）
小
山
正
人

平成12年4月10日広報なかさと13



服部穂乃香ちやん（1歳）⑮
靖・美香さん夫妻の長女（宮中）

　天気のいい日に外で雪をかまった

り、おもちゃの自動車に乗って元気

に遊んでいる穂乃香ちゃん。でも、

そり遊びは怖くて一回でこりてしま

いました。また食べ物に目がなく、

みかんやイチゴなど果物、特に湯飲

み茶碗でお茶を飲むのが大好きです。

　両親はr健康で元気に明るく育っ

てもらいたい。」と、また、お父さん

は「早くしゃべれるようになって晩

酌にお酌してもらえたら最高ですね。」

纏灘
癌
肺
　
伽

　
鑛

　　　　　　　　　　蕪　　　　　　覇

　　　　　懸

灘
螺一謝

繋

麟響

ぎ慧

平
成
紐
蕪
澄

　
　
　
　
　
　
調
理
師
試
験

◆
受
験
資
格

　
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
、

調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
が
2
年

以
上
あ
る
者

◆
必
要
書
類
等

　
調
理
師
試
験
受
験
願
書
、
調
理
業

務
従
事
一
証
明
書
、
卒
業
証
明
書
等
、

写
真
、
受
験
票
、
受
験
手
数
料
（
6
、

4
0
0
円
）

※
受
験
手
続
き
に
必
要
な
願
書
等
の

　
用
紙
は
、
4
月
絶
日
㈹
か
ら
各
保

　
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

◆
願
書
提
出
期
間

　
5
月
8
日
側
～
5
月
1
5
日
側

※
期
間
経
過
後
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
願
書
提
出
場
所

　
住
所
地
を
所
管
す
る
保
健
所

◆
試
験
地

　
六
日
町
（
小
出
、
六
日
町
、
十
日

町
各
保
健
所
管
内
居
住
者
）
、
新
潟
市
、

長
岡
市
、
上
越
市

◆
試
験
目
時

　
6
月
2
3
日
樹

　
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

◆
合
格
発
表

　
7
月
1
4
日
囲

　
住
所
地
を
所
轄
す
る
保
健
所

※
電
話
照
会
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他
不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の

　
保
健
所
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

定
例
社
饗
保
険

　
　
　
　
　
　
相
談
漸
開
設

　
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

務
所
で
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
年
金

や
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
間
を

通
し
て
「
定
例
社
会
保
険
相
談
所
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
や
健
康
保
険
の
相
談
及
び
請

求
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
社
会
保
険

の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
。

◆
会
場

　
十
日
町
市
本
町
6
丁
目
　
財
十
日

町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「
ク
ロ
ス
ー
0
」
4
階
第
4
会
議
室

◆
開
設
日

　
毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日

　
午
前
1
0
時
『
午
後
3
時

劉
5
。
。
旬
。
5
。
．
碧
る
。
濁
．
萄
．
．
劔
鞭
．
萄
。
。
麹
。
．
襯
重
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
2
午

　
　
■

騨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

羅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懲

　
　
圭

　
　
　
　
　
　
　
λ

　
F

　
　
　
　
　
　
　
依
は
　
。
．
齢

廟　
　
　
　
　
　
　
舶
蜥
藷
心
心

爆　
　
　
　
6

勲　
一

　
　
　
　
　
　
　
則
診
り
轡

㎜
ハ
、
、
．
－
4
餓
羅
心
㎜

購
難
　
ー
ー
難
ー
ー
ー
蹴
難
鼠

※
た
だ
し
、
11
月
は
9
日
㈲
と
24
日

　
囲
、
12
月
は
、
1
4
日
…
囚
と
2
7
日
㈱

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

　
務
所

　
B
O
2
5
7
1
7
0
1
2
2
1
1

新
規
裳
絞
癖
業
者

　
　
　
求
潔
受
理
説
明
会

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

次
の
と
お
り
新
規
学
校
卒
業
者
を
対

象
と
し
た
求
人
受
理
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
来
春
の
新
卒
者
の
採
用
を
予
定
し

て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
ぜ
ひ
出
席

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
日
時

　
4
月
2
7
日
困

　
午
後
2
時
か
ら

．
（
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
受
付
）

◆
場
所

　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
「
ク
ロ
ス
ー
0
」
中
ホ
ー
ル

2
0
0
V
体
験

　
　
　
ク
撚
崇
諺
蠕
教
室

◆
日
時

　
4
月
2
8
日
樹

　
午
前
1
0
時
30
分
～
午
後
1
時

◆
内
容

　
「
手
作
り
お
菓
子
で

琿蕪灘嬢撫額瀧」臨時休業のお知らせ
一P騰網鋼囹㈹　・欝日㈱までの3日間、施設点検・整備作

業の薙め．醸オンなかさと」は臨時休業させていた捲き

慧霧。皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解．

謹協力をお願いします。

◆主な作業内容

攣懲騰蘇欝譲難鎌鞭騒li…

　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」

・
簡
単
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

　
講
師
　
田
口
智
佳
子
　
先
生

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

ク
ツ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
盈
5
2
－
3
1
0
7

14



圏圃固田

国
税
專
闘
嘗
募
集

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・

経
済
・
会
計
等
の
専
門
的
知
識
を
駆

使
し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導

な
ど
の
事
務
を
行
な
う
国
税
専
門
官

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格

・
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
～
昭
和
54
年

　
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

　
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
1
3

　
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
み
受
付
期
間
と
申
込
み
先

・
郵
送
の
場
合
（
消
印
有
効
）

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
4
月
4
日
吹
～
5
月
”
日
休

・
窓
ロ
申
込
み
の
場
合

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
5
月
1
日
帽
～
5
月
1
1
日
休

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
に
、

　
第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税

　
局
（
沖
縄
国
税
事
務
所
）
へ

◆
試
験
日
と
試
験
種
目

・
第
一
次
試
験

　
6
月
1
7
日
出

　
教
養
及
び
専
門
（
多
枝
選
択
式
）

　
専
門
（
記
述
式
）

・
第
二
次
試
験

　
8
月
1
7
日
困
ま
た
は
1
8
日
㈹

　
（
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

　
定
す
る
日
）

　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
合
格
発
表

・
第
｝
次
試
験
　
7
月
2
8
日
㈹

・
最
終
合
格
　
　
9
月
6
日
困

◆
申
込
み
書
請
求
先
・
問
合
せ
先

　
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）

n
＝ 二

）
七 …　ダ

　　　　　　　‘

一1，、▼　1望

　今年の狂犬病予防注射の日程は次のようになっています。都合のよい

会場で注射を受けてください。なお、手数料等は当日会場で納入してく

ださい。

◆日　程

期　　霞 会　　　　場 時　　　　間

4月21日團

宮中集落センター 9＝00～　　9＝20

旧　土　倉　分　校 9＝50～　　9＝55
倉下冬期管理センター 10＝05～10＝10
おもやドライブイン 10＝20～10＝30
東田尻集落センター 10＝35～10＝45
白羽毛公民館前 10＝55～11　＝05
田沢ノゲの車庫前 11　＝15～11　＝25

東田沢集落センター 11　＝35～11　＝45

田代集落センター 13＝30～13＝40
重地集落センター 13＝50～14＝00
倉俣集落センター 14：10～14＝20
中里村総合センター 14＝30～15＝20

5月14日（日） 津　南　町　役　場 13＝15～14＝OO
　※今年度から、5月14日（日）の津南町役場会場を除いては、他の市町村

　　では注射が受けられませんのでご注意ください。

◆手数料

　○新規申請（注射をするのは今年が初めての犬）

　　　必要経費　6，100円

　　　（瓢鑑灘・000円’注射済票交付手数料550円￥）

　○更　新（昨年度中に注射を受けている犬）

　　　必要経費　3，100円
　　　（注射済票交付手数料　550円、注射料金　2，550円）

◆問合せ先　役場環境課　盈63－3111（内線160）
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登月の納税遮振蜜圏

■国保税驚月薫扇）
螢保　　灘　　i料　 莚5凝1　馨園）

田国驚年金繕潟鐙5日）

■畿下水道（4月齢圏）
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●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ
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一朔磐驚霧膿1蛇
平成12年4月1日付けで、地方分権一括法の施行により六日

町社会保険事務所の名称が「新潟社会保険事務局六日町事務所」

に変更になりました。

所在地・電話番号・管轄行政区域・業務内容等の変更はあり

ません。今後ともよろしくお願いいたします。

款新潟社会保険事務局六日町事務所

　　　　　　　　盈0257－70－2211

交通事故、傷害、詐欺などの犯罪の被害にあって犯人の処罰

を警察官や検察官に求めたけれど、検察官は不起訴処分にして

しまった。どうしても納得ができない。そういう場合に検察審

査会があります。

検察審査会では、犯罪の被害者、告訴人、告発人の審査申立

てを受けて不起訴処分に誤りがなかったかなど11人の検察審査

員が審査をします。審査の結果によって、不起訴処分の見直し

を求めます。

魯不起訴処分に不満のある場合は、検察審査会に相談してくだ

さい。

　長岡検察審査会事務局（新潟地方裁判所長岡支部内）

　　　　盈0258－35－2141
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㊥山口医院
E52－2174（十日町市）

4／23

大熊内科医院
盈52－7066（十日町市）

津南病院
E65－3161（津南町）

4／29㊦山口医院
盈55－2003（十日町市）

4／30 田中外科医院
佃52－2403（十日町市）
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　4月15目～5月5日
　　　　　ぐカレンター

1
1
5
仕
）

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ…
一ノし　　G）1／二〇〇～11二40

117㈲
i18㈹ 遊びの教室　合総合センター

09二30～10二〇〇受付

19㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013二45～14二〇〇

i20㈱

・21囲

3歳児健診　合保健センター
013二〇〇～13：30受付

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス1
セ！ンター　013：30～16：00

22仕）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（i）1／二〇〇～11二40

ミュージック・プラネ　合ユーモール
0／9二30～

24（月）

胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　07二30～／0：00受付

補聴器相談（キコエ）　合役場

015二30～16：00

25㈹ 胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　07二30～10：00受付

26（水》

胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　07：30～／0：00受付

ツベルクリン検査　合保健センター
014：00～14二30受付

27㈱
胃がん検診・大腸がん検診
合保健センター　07：30～10二〇〇受付

合白羽毛公民館　013：00～14二30受付

28囲

ッベルクリン判定及びBCG　合保健セン
ター　014二〇〇～／4二30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ！ンター　013：30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
0／3二30～16二〇〇

』壮）
祝目　みどりの目
信濃川河岸段丘ウォーク
黄桜の丘桜まつり　合宮中　0／1二〇〇～

薄迄　二 つくし祭　合ユーモール　010：00～

1（月）

2㈹ 心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
センター　013：30～16：00

㈱
祝目　憲法記念目
成人式　合ユーモール　010：30～
清田山キャンプ場オープン
七ツ釜フィッシングパークオープン

㈱ 国民の休目

囲 祝日　こどもの日

　　※灘嚢灘獲醗懸難懸麹 雛灘謹灘綾鰹1魏灘蓬

　　　　　　　　　　叢顯雛穫難懇難
論　　 鶴

　　　　3月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，270人（一18）

　　　　女3，269人（一12〉
　　　　計6，539人（一30）
●世帯数　　　　1，703　（一2）
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